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要

　同じ様に凹面鏡を作るミいっても，望遠鏡を持って居ないものが望遠鏡

を持つ爲に作ろごか，或は更に進んで二二二分に作るεいふ素入の場合ミ，

螢業的な製造の場合には著しく二言の異ったものである．最：初の場合には

望遠鋭　三等の経験の無い人が着手する事が多い爲に，叉凹面鏡製作は唯

れが行っても易々εは出來るものでないから困難な方法である．

　凡そ，相當の熟心を持って事に當り得る人で，手の使へる入なれば，其

の人の片手で掴む事の出來る大きさの鏡なれば，誰れでも鏡は磨けるもの

である．然し，継れでも良いものが出來るミは限ってない，エリソン曰く

「lt　X“　t－しつの完全の鏡を作れる入なれば澤山あるが，何れの鏡も間違ひな

く完全に出隔る人は稀であって，自分は僅か二人しか知らない」初心のも

のが鏡を作る時には，先づ見えるものを作って，出來得れば改良する事に

努めればよい．

　しばしばある様に，最初から三門家ξ同じ様なものを製作しやうSした

り，或は可なり出來た鏡でありながら，全く星を覗かないて噌室内の理屈

ばかり述べて居る入が少なくない．鏡を作るなら本來の目的を忘れない様

に心掛けねばならない．素入は素人らしくすればよい．

　第二の場合には，作る人の立場によって道樂ミいふ程度に差があるが，
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所謂下手で固らない襟に心掛け，殊に他者の鏡について種々の貼を學ばね

ばならぬ．鏡を作るのに，多少でも不純な動機があったり注意が散漫する

様な事では良いものが出來ない．最終の整形をして居る時に，不愉快な事

があったり，或は作業を眺めて居る入があってさへ，其の整形は九割まで

は失敗に終るものである．

　最後の螢業的な場合には，筆者は素人だから全く経験はない．本門に良い

Vンズや凹面鏡を作れる人は稀なものである，此れは，大低の熟練家が一

代限りであるのでも分かる事である．一般に，小規模の工場で家庭工業的

なものが，比較的精良なものを作って居るが，此れに反し，工業的な大工

場では仕事が写りに分業になり過ぎて職工任せになる結果，其の設備を利

用して可なり良いものは作って居るが，何虎εなしに垢抜けのしてない事

も多い，

　光二面の完全さは何よりも望遠鏡の能力に關係するので，多少年月を経

たなれば，不完全なものは自然漕滅の途をたεるし，良いものは世間の信

用が，便値を定めてくれる．筆者は最近に有名なウィス鏡の26センチのも

のを手入したが，50年前のも0）でも信用のあるウ／スの鏡だけに確かに良

いものであった．

　　鏡の要件

　鏡の外観，帥ち硝子材の様子は，實野上飴り影響がないものであるが，

鏡を持って居る入にξつては，美しい硝子材程，氣持ちがよい．二二が爾L

難に播ってあっkり，或は丁子が薄：かつfこなれば，下れの目にも安つぼく

見え，商品にされナこ時には贋格も廉いものである．硝子の加工は作る入に

よって主義主張もあるが，少なくξも圓くて，誰れにも相當に加工してあ

るミ認められる位のものであってほしい．されだけ表面がよくても，硝子

；材が粗維では贋値が認められ難い．

　砧子の研磨面の傷は，素人の鏡には比較的多いものである．大きな表面

で，金剛砂の傷を全くなくするには今程の注意を要するものである．金剛

砂の選揮，分離，使用法等愼重なる注意を要するものである．例へ傷無しに

招けても，加工後，種々の原因で傷が出來るものであるが，傷は其の外観
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によって，其の護生原因が知れる，金剛砂で出來た傷なれば，鏡の端から

入り込んで居るものでは，通常直線歌であるし，中間に出來たものでは通

常，研磨運動の軌跡を霞いて居る．金剛砂の傷ばフーコー試験で見れば傷

の爾側が，餓計に磨けて居るし，馳線の綾いた様に牟磨きになって居る事

も多い．研磨後出來た傷は蓮綾的に白く切れて居るか，或は鐵釘等でひっ

かいた様なものでは狭く深く切れて居る．研磨時の不潔によるものや，或

は打丁半は，各々匪別が出來る．傷は無いのに超しナこ事もないが，二三本

あっても苦情を申立てる程の事でもない．傷は其の表面積（通常鏡面の千

分ノー・以下）だけの光を損失せしめるのε，其の存在の爲に散光を増して，

明るい星の周りに光を散らすのみであって其の影響は後者の方が恐しい．

熟練者の鏡，必らすしも傷のないものではない．カルゾーのものは可なり

多いし，エリソンのものも多い，傷は作る人の不注意によるものであるが，

或る程度まで國民性や殊に作業者の個性の現はれるものである．傷を非常

に苦にする人もあるし，一向無關心の人も少なくない．筆者の鏡も近頃は

李下孚本位であるが，前は可なり多かったし，以前に作つナこ鏡の傷の形状

まで今でも脳裡に残って居て，いつも心苦しい，若し諸君が傷一本も無し

に磨いた美しい鏡を持つたら，作つk入に充分感謝してよい、

　研磨の歌態は傷ε同じ様によく磨けて居る程良い．鍍銀鏡では砂山自ロち

磨けてない金剛砂の孔は非常に目立つものであるが，硝子面のまX散光の

下でよく磨けた様に見えるもので實用上良い．然し外観上良く磐けて居る

襟に見えても，6D分の金剛砂の孔はξれて居るが，播り足らなかった20：分

金剛砂の孔が澤山残って居るものもあるが，此れは作った入の不注意であ

る．同じ様な原因で荒い砂の孔が黙在して居る事も少なくない．紅柄で出

來る傷は可なり多いものである．キラキラ光る長い傷は大門荒い紅柄で出

來たものであって，鍍銀して始めて現れる無撒の細かな傷Sleekは同じく，

充分に綱かくない紅柄によるものである，拠物線鏡の修正には最終まで新

しい紅柄を使はねばならぬので，レンズに比し傷の出來ろ機會も多いし，

一般に避け難い．

　研磨の種々な原因が，硝子面の光澤を定める．硝子面の光澤は筆者は深
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い事は知らないが，仲々研磨技術上の技巧を要するものであって．同じ様

に磨けて居ても光澤には差が多い．光澤は紅殻の細かさ及び使用方法によ

るが，レンズ上里の系統を引いた所で作るものは一般に光澤がよく，素人

系統のものでは光澤が悪いものである．筆者の知って居る鏡ではスV一ド

氏の鏡が最も美しい．美しく磨く爲の弊力，及び技巧は使ふ人には充分理

解してもらへ難いものである．

　金剛砂ミカーボラングムの婁孔は可なり差がある．前者は孔が幸く堆い

が，後者では不規則な形で深い．カーボランダムで仕上1弼こものでは美し

く磨けた様に見えて居ても早々孔の底がεれす，金剛砂S同じ様に磨くに

は藪倍の勢力を要するものである．作業の始めにカーボランダムを使ふの

は著しく勢一力を節約するが，仕上けの最後は粒が粗くても，粒の揃った金

剛砂に限る．最後がカーボランダムでは鍛程の勢力を費さない限り，金子

砂のものより光澤が悪い．

　　鏡　　形

　鏡の表面も成るべく鋏鮎の少いものがよい．筆者の経験によるご，岡じ

施物線鏡こいっても，自作及び他者の鏡で，全然同じ型の樋物線鏡は一・つ

もないものである．此れ智即想的なものは作りにくいし，フーコー試験も

鋭敏である．言ひかへれば全然鋏灘の無い鏡は望まれない．從って鏡の良

否は其の實用的の筆墨をもつてしなければならない様に思ふ．鏡面は，修

正量の正しい事ミ李坦なる面が望ましい．端の良い事ミ，手際よく庭理さ

れた面も望ましい．

　フーコー試験はもミもξ鏡を作る入が製造中に使ふものであって，出來

上った鏡に此の嚴重な検査を施しナこ所で直ちに其の鏡がよくなる課ではな

く，寧ろ鋏鮎を知り得た事によって使ふ人の心持ちを悪くするものである．

筆者は鏡の検査を時々依頼されるが，所有者が鏡を作って居る人でなけれ

ば，箪に實用上の適否を述べるだけである．若し其れが覗いて満足して居

る鏡なら，其れについて深く言ふ必要もあるまい．叉，鏡を作る人も相當

作った人のものなれば，實掌大眞面目になって全力を養して作ったもので

あるから，此れが實用上良いものであるなれば，通常他者が丁々しく修正
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すべきものではないだらう．

　例へば眞門口な叢家が窪いた総を，下手だからミいっても他者が全然修

正してしまつナこら，其の人は氣持の良い事ではあるまい．若し左様な修正

をする暇があっナこら新しいものを作った方がましである，但し此れも，責

ればよい螢業家の作つナこ與太ものは例外である．

　鏡は元三暗室内の試験道具や，見て樂しむ骨董品でもない．覗きもしな

い鏡を幾つ作っても其れは回り有盆な事ではない，實際観測に使って始め

て其の償値がある．“美しい星を美しく見ろ爲に，良い鏡を作る”のが何

人にも最も良い方法であるミ信ずる．完戎した鏡を手離すには，作業者は．

自分で作れる最艮である事は確信しなければならぬ．然し其れが，それ以

上改良の鯨地の無いものε信じてはならぬ．立人ε素人の医別ははっきり

しておかねばならぬ．鏡を完成した時にはスレードが或る鏡の裏面に記し

ナこ如く，

　For　lic．rbt，　power，　＆　definition　this　glag，　s　bears　no　rival．

　ミいふ位の確信はあてつほしい．Lightは面の美しい研磨を意味し，後

の二語は鏡形の完全を意味する．

　　　　　　　　　　　＊i　＊t　＊　　　　　　　　　　　　　　x：　＊，
　筆者は1925年最初の満足する鏡を作るまでに約三年を準備に費しナこ．鏡

を澤山作る襟になつナこのも，自分の鏡をごいふのではなく，た、仮射望遠：

鏡を如何によく使ふかミいふ事にあり，一般の素人諸氏ミ多少異った立場

にあったので，比較的あせらなかった様に思ふ．

　澤山に作つtt鏡を追憶して見るε，寧ろ心苦しい程失敗が多い．自分の

忽耐の足りない爲に何時も不満足な努力の足りないもの回り作って居た．

然し幸ひ，表面修正が三下なかっナこSいふ事もなく，手をつけナこもの全部

を洩れなく手離す事は出來た．鏡を作るのに種々の方法は講じてみtこ．然

し結局方法を複雑にするよりも四丁にする方がよい事も知ったのである．

　周回なる準備をもつて着手し，最短の時間に，最小の勢力をもつて，短

い僅かの整形によって作った鏡が最も良い．何故かなれば製作の方法の原

理は，最も簡軍な自然法則に過ぎないものである．
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　光學表面の出門るのは大部分，自動f乍用であるから，複維な方法をεら

ねばならないなれば，其れは方法が悪いのである．

　自分が反射鏡に深く關係する様になったのは英國のエリソン氏に現在も

使用して居る165ミリ鏡を作って頂いたのが動機であるし，自分の作業の

大部分の方針はエリソン氏によって居るのである．同氏がThe　Amateur’s

teleScopeを書いたのは約70個の鏡を作ってから書いたごの事であるので，

自分もやはり此の時期から書き始めた．此の章を終る今には，いつの間に

やら自分の作った正規二三のNK：M號（Nakamura’s　Mirrorの略）が140

箇近くなってしまつナこ．筆者は作る事よりも，使ふ方が本職でもあるし，

製作法を扱ふにも眼下鏡を目標ttして來たつもりであるtしばらくの間で

あっナこが自分の特殊な立場から寧ろ小さな，勢力は少いが最もやりにくい

小口径の三焦貼のもの許り作ったのである．鏡の面も或る程度まで進んだ

様に思ふが，自分の氣短かな粗暴な性質の爲に今では行詰つた様に思って

居る．然し100嘩以後硝子面の研磨光澤について多少得る所があった様で

ある．やればやるだけ，難しくなってしまったが今後今までに得た知識や，

最近研磨器によって大ロ径製作準備の爲に数十面磨いて得ナこ経験等から大

口径の反射鏡や，下物レンズ等の專門的な天文研究に必要な慮用方面に進

みたいε思って居る．鏡も五個作れば盲うやら物になるものが出來，二十

個作れば多少自信が得られ，五十個作れば整形に大しナこ苦勢もせす，百個

作れば曹うやら粒が揃ってくる檬であるが，作るものN性分は一一一四鏡の面

や傷にっきまε．ふらしい．

　今まで筆者のεつナこ重要な方針の一つは比較的小さな反射望遠鏡の普及

にあっナこのであるが，此れは確かに普及した，比較的若い熱心家が多くて．

しかも外入に比し身長の短い入が多い日本内地では，10乃至13センチの小

口裡のものがよからうε思ったのであるが，小さいだけ廉いので作り得る

人も，求め得る入も割合が多くなったし，二三年前まで誰れも問題にしな

かつナこ8センチ程度のものさへ今ではほしい人が澤仙に出來て來た．さて

自分の作つナこ8乃至13センチのものでは，持つナこ入から見える程度につい
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て直接不足は聞かす，此れに反して15センチ以上のものを持つナこ人は割合

に不熱心な人が多いし．大き過ぎて困るから小さなものΣ換ヘナこいεいふ

希望の人が稀らしくない・反射望遠鏡の，普及しつNある幼年期にある日

本内地では小さなものから進むのが順序の襟であるし，自分にこっても，

大きなものよりも良いものが作りにくい小口径のものN方が自分の作業の

演練上有用であっk．自分には今でも，10センチLJ上のものよりも7乃至

gセンチの小さな鏡の方が遙かに鬼門であって，小口径鏡の最後の眞に間

髪を箏ふ仕事や，其の結果を確める星像を見る事は自分にεつて李凡な15

センチ級のものより面白い．

　反射鏡に關する章は圭εして，頁歎の制限こ筆者の無知の爲に，充分な

ものではなかっkが，一通り自分の考は述べナこ．今までやかましい事を書

い所もあるが，筆者が其の様に作え7るεいふのではなく，た・泊分の失敗

の跡や，或は現に犯しつxある所を参考までに並べたのである．自作鏡が

？個になるまでに何年か≦るかも知れないが，其の時には考も愛る事であ

らうから，其れまで凹面鏡に關し九かやうな記事は成るべく遠慮したい．

　反射鏡製作に關する基本的な事は未だ書足りな．い黙もありますが一先づ

打切って，二三月後から再開致します．此の記事は程度並びに範園につい

て欧米にも例の無いものでありますが，幸ひ可なり多藪の別刷がεつてあ

りますから本文十七回及び他の二回分ミ合計十九回分を，一まεめにして

御頒ち致します。

　約170頁　　一組壼圓六拾八銭i（内途料拾八銭i）


